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１ 富山市立小・中学校の跡地利活用に関する基本方針について 

〔行政経営課〕 

 

１．跡地利活用に関する基本方針について 

（１）趣旨 

一般的に、学校跡地（校舎等の施設を含む。）は、面積規模が大き

く、また校舎等の施設は、耐震補強済であるなど、早期の再利用が可

能な状態にあるものが多いことなどを踏まえ、持続可能な都市経営

の観点から、学校跡地を「市民共有の資産」として有効活用するため

の基本方針を定めるもの。  
 

（２）対象とする学校跡地 

①既に、学校としての用途廃止済であるものの、具体の跡地利活 

 用策が決定していない学校跡地 

②将来的な学校再編・統合に伴い、用途廃止されることとなる学 

校跡地  
 
（３）基本的な考え方 

  ※ 上記①及び②のいずれにも該当しない場合、一般競争入札に 

よる売却処分等を行う。 

 

（４）利活用にあたっての留意事項 

  ①地域防災の観点、②地域特性の観点、③地域住民による施設利 

用の観点 など 

 

（５）検討の進め方・流れ 

    Ⅰ 再編統合の決定 

    Ⅱ 基本方針に基づく検討 

    Ⅲ 学校跡地の利活用方針の政策決定 

【個別の状況に応じ、予算・契約等の議決】 

Ⅳ 関係所属で対応 

 

    ※ 地域等への説明は検討状況に応じ随時対応  

①市による利活用 市が学校以外の公共施設として利活用  

②民間事業者等に 

 よる利活用 

（官民連携提案制度の導入） 

民間事業者等が、本市が進めるまちづくり 

の基本方針を踏まえた地域活性化や持続可 

能な都市経営に資する事業のため利活用 

教 育 委 員 会 

関 係 所 属 

市 長 部 局 
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２．民間事業者等による利活用を検討するに当たっての「官民連携提

案制度」の導入について 

（１）制度概要 

  ・公共空間の活用等に関し、民間事業者ならではの独創的な提案

を求め [01]、市と事業者が対話 [01・ 03]を重ねながら事業化を図る。 

  ・民間事業者からの提案内容は知的財産として取り扱い、提案が

協議の対象として選定 [02]され、本市との協議が調い事業化が決定

[03]した際には、提案者と契約締結 [04]を行い、事業を実施 [05]する。 

  ・解除条件付きの制度とし、協議が調わない場合や当該事業の実

施に関して必要となる議決が得られない場合は、提案を事業化し

ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）提案内容の要件 

  ア．提案内容は、個別の募集要項に記載する案件において、次の   

いずれかに該当するものとする。 

   ①地域課題の解決に繋がるもの 

   ②まちの魅力・価値向上に繋がるもの 

   ③地域経済の好循環に繋がるもの 

  イ．原則として、利活用対象施設に関する新たな財政負担が市に

おいて発生しないものであること。ただし、投資回収の見込み

あるものなど、市の都市経営に貢献する提案として市が予算措

置等をすべきと判断した場合は、この限りではない。  

 

（３）提案募集とロングリスト 

  令和６年度に「樫尾小学校」の提案募集を実施する予定。 

  また、将来的に提案募集を行う予定がある案件をロングリストと

して公表し、事業参画に向けた検討を促すとともに、官民対話を通

じた課題整理に繋げる。（水橋地域の小・中学校や今後廃止が決定さ

れた学校を順次公表）  
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２ 富山市シティプロモーション推進指針の策定について 

［広報課］ 

 

１ 策定の目的 

  本市は、平成２１年１２月に策定した「富山市シティプロモーショ

ン推進計画」（計画期間：平成２６年度末まで）を踏まえ、これまで

に様々な取組を実施してきた。前計画の策定から１０年以上が経過

し、北陸新幹線の敦賀までの延伸や、デジタル技術の進化、さらには

コロナ禍を契機とした価値観の多様化の進展などの社会の様々な変化

を踏まえ、改めて、今後の本市のシティプロモーションの方向性など

を整理するため、「富山市シティプロモーション推進指針」を策定す

るもの。 

 

２ 策定の経過 

  令和５年 ７月 第１回有識者会議 

       ８月 アンケート調査（首都圏、市民） 

      １０月 アンケート調査（大学生）    

      １１月 第２回有識者会議 

  令和６年 ２月 第３回有識者会議 

       ３月 策定、公表  

 

３ 指針の構成内容  

  はじめに（策定の背景等）  

第１章 現状とこれまでの取組について  

１．前計画の実施状況について  

２．これまでの取組の結果（現状の整理）  

３．社会の変化と問題意識について  

４．課題と可能性  

第２章 今後の方向性について  

１．方向性の整理  

２．シティプロモーションの「目的」と「目標」  

第３章 ターゲットと富山市の特徴を踏まえた発信  

１．ターゲット設定の考え方  

２．メインターゲットごとの詳細  
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第４章 行政の役割・指標について  

１．富山市と市民等との関係（イメージ）  

２．富山市が取り組むこと  

３．市民等に期待したいこと  

４．シティプロモーション推進のステップ  

５．指標の設定  

６．想定される具体的なシティプロモーションの取組例  

７．まとめ 

 

 

富山市シティプロモーション推進指針策定有識者会議委員 

委員 所属・役職 

明石 あおい 
株式会社ワールドリー・デザイン 

代表取締役 

大西 宏治 富山大学人文学部教授 

河井 孝仁 

（座長） 
東海大学文化社会学部教授 

畠田 千鶴 

一般財団法人地域活性化センター 

情報・広報プロモーション課メディアマーケティング

マネジャー 兼 月刊「地域づくり」副編集長 

林 尚史 
株式会社ディスカバー・ジャパン 

取締役兼プロデューサー 

森田 由樹子 
株式会社エコロの森 

代表取締役 

                           （五十音順） 
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３ 富山市立富山外国語専門学校あり方検討懇話会の提言について 

［富山外国語専門学校］ 

 

１ あり方検討の目的 

  近年の少子化の進行を受け、４年制大学への進学志向の高まりもあり、本校の

入学志願者数は低い水準で推移していることから、外国語に関する学習機会の多

様化をはじめとする時代の変化、市民や企業等のニーズの多様化なども踏まえな

がら、本校の活性化に向けた、今後のあり方について有識者から幅広い意見を伺

い、今後の市の取組の参考とするもの。 

 

２ 懇話会委員の構成 

  大学、高等学校、社会教育、経済団体、企業の各分野の有識者５名で構成 

 

３ 懇話会の開催経過 

  令和５年 ７月 第１回懇話会 

      １０月 アンケート調査（市民、企業、高等学校、学生等） 

      １１月 第２回懇話会 

  令和６年 ２月 第３回懇話会 

       ３月 懇話会提言、公表  

 

４ 懇話会からの提言内容（概要） 

（１）認知度向上に向けたさらなる周知の促進 

進学を希望する高等学校の生徒に対し、４年制大学以外の選択肢として、本

校の存在意義と魅力が的確に伝わることが重要であることから、本校の優位

性を強調することに留意すべきである。 

（２）学校の魅力向上のためのカリキュラムの充実 

時代の変化等に柔軟に対応し、社会に必要とされる優秀な人材を数多く育

成するためには、教育カリキュラムの必要に応じた見直しも重要であり、学

生にとっても魅力的なカリキュラムとなることを検討すべきである。 

（３）企業関係者等のニーズへの対応 

英語力のある人材の育成、確保を求める企業側の事情や、多様な学びの機

会を求める市民ニーズの高まりなどを背景に、聴講生制度や企業向け研修プ

ログラム、オンライン講座などの開設について、中長期的な検討課題とすべ

きである。 

（４）質の高い教員の確保や学習教材の充実 

今後とも優秀な教員を継続的に確保していくとともに、教材研究に不断に

取り組み、教育環境の充実を図ることが、学生に「選ばれる」学校を目指す上

でも重要な要素となる。 
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（５）まとめ 

  公立の教育機関としての社会的な使命を果たしつつ、質の高い教育を行ってい

る本校は、県内に高等教育機関が少ない中で、今なお存在意義は薄れておらず、

引き続き質の高い人材を育成する任務を担うことが望まれる。 

今回の提言について速やかに検討に着手し、可能なものから実行することで、

今後とも、創立以来の学校の理念に基づき、特色のある専門性の高い高等教育機

関として役割を果たしていくことを大いに期待する。 
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富山外国語専門学校のあり方について 

 

 

Ⅰ はじめに 

 

Ⅱ 提言 

１ 認知度向上に向けたさらなる周知の促進 

２ 学校の魅力向上のためのカリキュラムの充実 

３ 企業関係者等のニーズへの対応 

４ 質の高い教員の確保や学習教材の充実 

 

Ⅲ まとめ 

 

 

 

令和６年３月 

 

 

 

富山市立富山外国語専門学校あり方検討懇話会 

写
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Ⅰ はじめに 

近年の少子化の進行を受け、高等教育機関の多くが学生の確保に困難を呈し

ております。富山市立富山外国語専門学校（以下「本校」という。）も例に漏

れず、４年制大学への進学志向の高まりとも相まって、入学志願者数は相対的

に低い水準で推移しております。 

こうしたことから、外国語に関する学習機会の多様化をはじめとする時代の

変化や、市民や企業等のニーズの多様化なども踏まえながら、本校の活性化に

向けた今後のあり方について幅広く検討するため、市において令和５年５月

に、教育や地域経済、生涯学習など各分野の５名の委員から成る「富山外国語

専門学校あり方検討懇話会」が設置され、これまで３回の会合を行ってまいり

ました。 

この度、その検討結果をとりまとめましたので、懇話会として次のとおり提

言します。 

 

Ⅱ 提言 

１ 認知度向上に向けたさらなる周知の促進 
進学を希望する高等学校の生徒に対し、４年制大学以外の選択肢として、本 

校の存在意義と魅力が的確に伝わることが重要である。このため、例えば、 

(1) 若者に受け入れられやすいＰＲ動画の作成やＳＮＳ等を通じた本校の魅力 

の発信に努める必要がある。その際、高校生だけでなく、その保護者へのＰＲ 

を強化することが大事であり、あわせて、県内の学校だけでなく近隣県や北陸 

新幹線沿線各県にある高等学校の進路指導や英語教育を担当する教員へも積 

極的にアプローチし、本校の認知度をより一層向上させること 

(2) 各種ボランティア活動、行政や地域のイベントなどへ本校学生が積極的に 

参加することが、本校の社会的な認知度を向上させ、学校の信頼性を確保する 

ことにも繋がることから、そのような機運の醸成に学校全体として取り組む 

こと 

(3) 立地に恵まれたまちなかにあるキャンパスでありながら、本校の存在が視 

覚的にも目立たないことから、看板やサインの整備などを進めること 

などの検討が必要と考えます。 

また、ＰＲ活動に当たっては、 

・ 就職率や主な就職先の状況 

・ ４年生大学への編入実績 

・ ネイティブを含む経験豊富な教員スタッフの配置 

・ 英語検定やＴＯＥＩＣの受験成績 

・ 教材の充実度 

・ 公立であるが由の特長（学費など） 

などを具体的に「見える化」し、本校の優位性を強調することに留意すべきで 

あると考えます。 
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２ 学校の魅力向上のためのカリキュラムの充実 

時代の変化等に柔軟に対応し、社会に必要とされる優秀な人材を数多く育成

するためには、教育カリキュラムの必要に応じた見直しも重要であり、例えば 

(1) 県内の大学等と連携し、本校専攻科又は実務英語科の授業が大学等の単位 

として認定される一方、大学等の授業が本校の単位として認定されるといっ 

た単位互換制度の創設 

(2) 海外留学制度など、新たな海外研修プログラムの提供 

(3) 地元企業等での学生の就業体験（インターンシップ）プログラムの導入 

など、学生にとっても魅力的なカリキュラムとなることを検討すべきと考えま 

す。 

 

３ 企業関係者等のニーズへの対応 

グローバル社会の進展やインバウンドの回復等に対応するため、英語力のあ

る人材の育成・確保を求める企業側の事情や、多様な学びの機会を求める市民

ニーズの高まりなどを背景に、本校としても、例えば、 

(1) 社会人や一般市民を対象にした「聴講生制度」の創設 

(2) 企業の従業員向け研修プログラムの創設 

(3) 社会人や大学生、一般市民向けのオンライン講座の開設 

などについて、中長期的な検討課題として捉えておくべきと考えます。 

 

４ 質の高い教員の確保や学習教材の充実 

本校の教員は、実践的な英語教育を行うための優れたスキルやノウハウを有

しており、今後ともそうした優秀な人材を継続的に確保していく必要がある。

また、教材研究に不断に取り組み、教育環境の充実を図ることが、学生に「選

ばれる学校」を目指す上でも重要な要素となる。このことから、 

(1) 市及び県の教育委員会との情報交換や連携を密にし、市立小中学校や県立 

高校に勤務し、英語教育に高い関心や強い熱意のある教員を人事ローテーシ 

ョンの中で、本校に異動させることなど、新陳代謝による組織の活性化を図 

ること 

(2) ネイティブの教員についても、質の高い人材の確保に継続的に取り組むこ 

 と 

(3) オンライン学習をはじめ、デジタル技術を活用した授業の展開に適応した 

学習教材を充実させること 

などを検討すべきと考えます。 

 

Ⅲ まとめ 

富山外国語専門学校は、昭和６０年４月に、進学等に伴う若者の県外流出を抑制

するとともに、市民の多様化、高度化する教育需要に応え、実用性のある語学力の

習得や広い視野を持った国際人として社会に貢献する有能な人材を育成すること

を目的に設置され、これまで、１，７００人以上の卒業生、修了生を輩出するなど、

広く社会に貢献してきました。 
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語学力を伸ばしたいという地元の若者に対して、少ない経済的負担で質の高い

教育を提供し、その結果、卒業生が、市内をはじめ地元の企業に巣立っていくこと

により、それらの企業の成長や活力ある地域づくりに寄与してきたところであり、

地元の若者に将来への希望を示す存在ともなっております。 

このような公立の教育機関としての社会的な使命を果たしつつ、質の高い教育

を行っている本校は、県内に高等教育機関が少ない中で、今なお存在意義が色褪せ

ていないと考えます。少子化の影響を受け、長期にわたり入学志願者数が伸び悩ん

でいる状況にありますが、質の高い人材を育成することは教育機関に課せられた

使命であり、本校が引き続きその任務を担うことを望んでおります。 

よって、今回の提言について速やかに検討に着手し、可能なものから実行するこ

とを望んでおり、今後とも、創立以来の学校の理念に基づき、特色のある専門性の

高い高等教育機関として役割を果たしていくことを大いに期待しております。 
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富山市立富山外国語専門学校あり方検討懇話会 

委員名簿 

 

氏名 役職 

上田 祐正 富山商工会議所専務理事 

北山 明弘 ＡＮＡクラウンプラザホテル富山支配人 

東仙 敏彦 富山県立富山南高等学校校長 

中村 和之 

（委員長） 
富山大学学術研究部社会科学系教授 

中村 茂信 富山市公民館連絡協議会会長 

 

（五十音順） 
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